
みやぎ認知症応援大使について

令和７年２月

宮城県長寿社会政策課 地域包括ケア推進班

【資料８】
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みやぎ認知症応援大使の役割と活動内容

１. 趣旨

宮城県では、認知症の人が自分らしく、尊厳を保持しつつ希望をもって過ごせる社会づくりを

進めるため、認知症の人本人が普及啓発活動等を行う「みやぎ認知症応援大使」を設置し、その

活動状況を広く発信・周知することで、認知症への関心と正しい理解を広める活動を実施してい

ます。

２. 活動内容

大使の希望や体調に合わせ、参加・協力が可能な以下の活動を行います。

・宮城県が行う認知症の普及啓発活動への参加・協力

・認知症サポーター養成講座の講師であるキャラバン・メイトへの協力

・その他知事が必要と認めた活動への協力

（市町村、関係団体等からの依頼による活動への協力など）
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みやぎ認知症応援大使のプロフィール （敬称略）

安積 信政
（あさか のぶまさ）
仙台市在住。７０代。
損害保険会社を退職後、専門学校に入

学し、介護福祉士の資格を取得。
介護施設運営会社に勤務していた７３

歳のときにアルツハイマー型認知症と診
断される。
現在は、「本人・若年認知症のつどい
『翼』」に参加し、相談会や研修会等で
講演を行っている。

遠藤 実
（えんどう みのる）
栗原市在住。６０代。
小学校教諭として県内に勤務し、６０

歳で校長退職した２か月後にアルツハイ
マー型認知症と診断される。
現在は、地域のオレンジカフェや「若

年性認知症の方と家族のつどい『せせら
ぎの会』 」など当事者の集いに積極的
に参加している。

鈴木 正勝
（すずき まさかつ）
仙台市在住。７０代。
不動産管理会社退職後、６６歳のとき

にアルツハイマー型認知症と診断される。
現在は、認知症当事者が中心に運営す

る「おれんじドア」や「仕合わせの会」
に参加するほか、高齢者施設のボラン
ティア活動や働くデイサービスでの作業、
認知症カフェの講話会に参加している。

丹野 智文
（たんの ともふみ）
仙台市在住。５０代。
自動車販売会社で営業の仕事をしてい

た３９歳のときにアルツハイマー型認知
症と診断される。
現在は同社で総務人事業務に従事しつ

つ、認知症当事者として認知症の啓発活
動や当事者の方への支援活動を行ってい
る。
令和２年に国の認知症本人大使「希望

大使」に就任。
令和５年には自身の半生を描いた映画

「オレンジ・ランプ」が公開された。 3



活動依頼お待ちしております！
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